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期日 平成 29 年 8 月 5 日（土）午前 8 時 30 分～ 

場所 日川（ぶどう橋周辺） 

気温 27℃ 

水温 17℃ 

隊長 芹沢 正吾 副市長 

講師 長田 義己 氏（山梨動物生態研究会） 

   北村 眞一 氏（山梨大学教授） 

参加者 児童 40 名 保護者 25 名 スタッフ 45 名 計 110 名 

 

１．水質調査 

1-1 調査方法 

 パックテスト（簡易水質調査キット）による調査方法を用いる。 

 最も簡単な水質測定器であり、多くのパックテストの反応原理は JIS K0102 などの各種

公定法内の吸光光度法を応用している。 

 

1-2 用語説明 

化学的酸素消費量（COD） 

 海水や河川の有機汚濁物質等による汚れの度合いを表す数値で、水中に有機物などの物

質がどれくらい含まれるかを、過マンガン酸カリウムなど酸化剤の消費量を酸素の量に換

算して示される。COD の数値が高いほど水中の汚染物質の量も多いということを示す。

魚が生息できる河川の水の COD は 5 ㎎/ℓ以下とされる。 

COD 値 

（㎎/１） 

０ 1 以下 ２～５ ５～１０ 10 以上 

汚染の目安 きれいな水 きれいな渓流 汚染がある 汚染が多い 汚れた水 

 

1-3 調査結果 

 パックテストの結果、日川は良好な水質である。 

しかし、前日の雨の影響で濁りがあったため透明度は低かった。 

 

２．生物調査 

2-1 調査方法 

 ガサガサによる捕獲を行う。ガサガサとは、生物が潜んでいそうな場所の下流側にタモ



網を川岸に垂直になるように置き、上流側から足で川の中を 

ガサガサし、魚をタモ網に追い込む方法のことである。 

 

2-2 調査結果 

15 種類 410 匹の生物を捕獲することができた（表１）。 

山の生き物や川の生き物が混在している環境であり、 

多様な生物が棲むきれいな水である。 

  

  表１．日川で捕獲した生物 
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３．まとめ 

 日川は多様な生物が生息するきれいな川であり、甲州市の大切な財産であることが再認

識できた。今回の調査ではゲンジボタルの幼虫を捕獲することができ、新たな発見となっ

た。今回は前日の雨の影響で少し濁りがあったが、怪我や事故もなく終えることができ

た。普段はあまりできない川遊びを体験した子どもたちには笑顔が溢れ、また、川の楽し

さとともに危険性も学びながら、将来に残すべき資源を感じてくれた。 

 


